
おり、そのフィールドにおける精度維持は、保守管理に負うところが大きいのが実情である。

そこで、自動測定機の定期ノ点検の実態を調べ、その性能及び保守管理に関する問題点について検

討した。

それらの結果、一定であるべき通気流量は、SO2　計、0Ⅹ計では安定していたが、NOx計で

は型式・使用年数によっては不安定なものもあった。また0Ⅹ計では零点変動を生じることもあり、

SO2計では等価液による校正の再現性がいくぶん悪い場合もあることがわかった。一方、‾吸収液

量の変動は通常ほとんどないが、その初期設定の調整方法には注意する必要があることが認められ

た。

従って、今後すべての戟種に零点及びスパンの自動較正戟構、アラーム機構を装備することが望

ましい○　また、精度を維持管理するためには、実流星、描集効率の定期的なチェック、較正方法の

統一などの必要性が認められた。

⑦　光化学スモッグの流跡線解析

光化学汚染の原因を解明するためには、汚染気塊の移流及び変質を考慮しなければならない。気

塊の移流を把握する方法として、地上の風を用いた流跡線を求め、その繰上の汚染濃度変化を追跡

した。

流跡線手法による予測値と実測値の適合性は、→般に風が強い程良く、また、ノソリフト、バル

ーン調査結果との比較から上空約300〝芸の気塊は、地上の約1．5倍程度早く移動していることが

認められた。

この手法を用いて、汚染物質の移流経路を推定することが可能となり、光化学スモッグ高濃度日

の倒からは、広域的な発生源の影響が大きいことが示唆された。

⑧　河川のBODとCODの相関関係について

有機汚濁物質の指標としてBOD、CODが広く用し1られている。公共用水域でこの両者にどの

ような関係があるか検討した。公共用水域のBODは、工場排水の規制等もあり、数年来囁著に減

少し、CODも同様に減少の歯向を示している。また、．BODとCODの両者の相関関係における

回帰係厳からみると、BODの減少割合に比べ、CODの減少割合が少ないことがうかがわれる。

そのた軋、CODがBODの2倍になるような河川も現われた。

⑨　へtl死魚の死因究明に関する研究（第1報　シアソによるへい死）

河川、湖偏等で水質汚濁による魚のへい死事故が発生した場合、その原田究明の補足的手段とす

るため、魚体の体表面検定法の可能性について、検討を行った。

その結果、へい死負からシアンを検出する方法として、グアヤク試験紙法、及びピクリン酸試験

紙法が、実際に適用できることが明らかになった。

昭和5　2年度

（1）環境部公害対策課の改称と公害監視室の追加新設

昭和52年4月、本庁においては、環境保全行政の総合的な堆准を図るため、公害対策課が環境管

理課と改められた。このことにより、公害センターは、環境管理課の出先機関として位置づけられた。

同時に、公害監視室が春日部保健所に設置され、県東部における公害行政の囁化が図られた。
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ロ）調査研究課題

①　地盤特性と交通振動について

道路交通によって発生する振動の振幅は、交通量、走行速度、路面平担性等の振源特性によって

異なることが知られ、これらとの定量関係も得られつつある0しかし振幅に大きく影響すると思わ

れる媒質の特性（地盤の硬さ）については、十分な検討がなされていない。そこで両者の定量関係

を明らかにするために、S波速度を指標とした硬さの異なる地境において、振源特性が近似できる

条件下での道路振動測定を実施することにより、S波速度（Vs）と地盤振動の速度振幅（Ⅴ）と

の間にⅤ∝Vs－k（k＝07～0・9）なる関係が存在することを示した。

②　人間の喚覚の分布について

本県において、総合的な悪臭評価手段としての官能試験法の導入が、昭和50年頃から検討され

はじめたが、官能試験法を支える人間の喚覚について、その客観性、絹性が、その種の論議を呼

んだ。この研究は、これ等の論議にある程度定量的な情報を提供するために、122名の被験老を

得て、各種の臭気に対する喚寛いき値調査を行った結果を解析したものである。

その結果、嗅覚いき値は対数正規分布をなし、平均からの分散は対数尺上で定義されるので機器分

析に踊る成分濃度誤差とは比較を絶することが明らかとなった0そして、対数尺上の一定の範囲

内に、平均喚覚いき値が入る確率が、パネル人数毎に試算されている。

③　オキシダソト計の動的校正

抑51年度に「大如のオキシダソト自動測定器」に定める測定法が改訂された0（以下けⅠ司

とtlう。）52年度には、オキシダソトの緊急時発令基準値が改正され、その測定法もJISを採

用することとなり、その校正法として、オゾソガスによる動的校正が義務づけられた0

そこで、環境庁による「オキシダソト自動測定器の動的マニュアル」に従い、測定局のオキシダ

ソト計20台を対象に動的校正を実施し、誤差要因並びに改訂された測定法と従来の滞定法と欄

そ絹製標準ガス濃度を決める手分析手法に用いられるイソピソジャーの違いに起断る′ミラ

ッキは、極端なものを除けば概ね±2訂程度の範囲内に収まった0一方、動的校正前のオキシダソ

ト計の感度は校正後に比べ80％～110雛範囲にあった0また、等価液による指示値から向淀

吸収管の吸収効率を求めると85～105雛範配ある。なお、吸収液のKI濃度の違いによる

感度は2プ錘方が10％の値の86～89％を示すことが認められた0

測定機の保守管理に軋向流吸収管打洗浄、交換が避けられないので、今後更に、向流吸収酌

吸収効率の変動要因について詳しく調べる必要があることが認められた0

④　SO互及びⅣ0Ⅹの簡易測定値と自動測定値の関係について

sox及びNOxの自動測定値の補完として、簡易測定法による測定値が多く用いられているが、

測定原理が異るため、両者を同一に取扱うには無理がある0

そこで、簡易測定法（二唾化鉛法、7ルカリ炉航法）による測定値と、自朗瞳境による測定値

との関係について、季節別、月臥地点別に相関関係を検討した。

その結果、二酸化鉛法及びアルカリ碓法と、自動測定機法によるSO2測定値との相関は、秋

また、アルカリ相法と自動測定撥法によるNO測定値との相関は、夏季を除いて、どの季節で

も高かった○しかし、NO2測定値に凱ては、秋季を除いて相関が低かった。その原因として、ア
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ルカリ炉紙法は、気象条件に強く影響を受けやすいためと考えられ、湿度を加えた墓相関、偏相関

分析を行った結果、湿度の影響は無視できないものであった。

⑤　大気中のクロム樹定法について

浮遊粉じん中のクロムの分析を行うにあたり、試料の前処理や原子吸光法による定量に関して、

回収率、感度、共存イオンの影響等、問葛があると言われている。そこで、試料の前処理法や原子吸

光光度法における測定条件等の検討を行った。

その結果、電気炉灰化温度が500℃以上になると、試料の損失が大きくなり、回収率が低下す

ること、塩酸、過酸化水素処理法による値はアルカリ溶融法の30～70％であること、直接法で

定量するには、硝酸濃度0～1N・炭酸ナトリウム濃度0～5％が適当であるなどの知見を得た。

また、直接法は他の方法に比べて、回収率が良く、亜酸化窒素－アセチレン炎の使用により、共存

イオンの干渉を防ぐことができた。

⑥　高周波誘導炉による瓦中フッ素の迅速定量法

瓦や土壌中のフッ素分析における試料の前処理法には、．問題があるといわれている。

そこで、前処理法として、操作が簡単かつ分析時間の短縮ができる高周波誘導炉による熱分解法

の実用性について、検討を行った。

その結果、高周波誘導炉による熱分解とフッ素イオン電極法との組合せにより、瓦中のファ素を

迅速かつ再現性よく分析することができた○このように高周波誘導炉は、従来の電気抵抗炉等に比

べ、助燃材の種類及びその量により、容易に高温を得ることが可能であり、また、炉体をあらかじ

め加熱しておく必要がないので、分析時間の短掛こは有効なものである。

⑦　慢性大気汚染調査（第3報〕

酸性降雨原因解明の一環として1雨水成分の調査を昭和50年度から続けており、50年度、51

年度、52年度の調査結果をまとめて、比較検討を行った。

滞和における雨水について、その成分濃度の経年推軌低pH降雨の多い月、pHを低くしてい

る原因物乳各成分相互の関係、陰イオンの構成比等を明らかにした。

また、健康被害届出のあった昭和50年6月25日の熊軋浦和での雨水は、pHが非常に低く、

かつ－硝酸イオンの比率が非常に高く、連に塩素イオンの比率が非常に低いという、特故ある陰イ

オン構成比であった。

⑧　キュポラより発生する「ぱも1じん」の理化学的特性について（第1報）

各種発生源施設から排出されるばいじんや粉じん、あるいは重金属類の生体に及ぼす影響を考え

る時1その排出ばいじん量や排出量金属量のみならず、それらの理化学的性状についても十分に把

握Lておくことが必要である。

そこで、本報で軋キュポラ炉設備の数工場において、発生するばいじんの粒径分布及び、金属組

成を詞査し、加えてⅩ繰回析法√により、工程別あるいは集塵装置内より採取した粉じんの形態検索

を行った。

ぱいじんの粒径分布は、小粒径になるほど頻度が高くなる憤向を認め、また金属含有率について

みると、Mn、Zn等のように小粒径における方が高いものから、Ca、Mg等のように大粒径に

おける方が高いものなど成分によって様々であった。

また、粉じんの結晶相を検索した結果、α－Fe203あるいは、Fe304及びその固溶体を

中心に、各種の元素が複雑な固溶体を形成していることが推測された。

⑨　アルミニウムニ次精錬より発生する「ばいじん」の理化学的特性について

－18－



各種発生醐設から排出されるばいじんや粉じん、あるいは重金属類の生体に及ぼす影響を考え

る時、その排出ばいじん量や排出重金属量のみならず、それらの理化学的性状についても、十分に

把握しておくことが必要である0

そこで、硝では、アルミニウムニ次清新（前炉式反射炉、回転炉、ルツポ炉等）数施設につ

いて、発生するばいじんの粒径分礼金属含有率ならびに、粉じん中の化合物の存在形態等を調査

ばいじんの粒径分布は、前炉式反射炉では、粒径が小粒子はど雛が高くなったが、回転炉では

1畑後において頻度が高かった0また、金属含有率をみると、粗大粒子ほど含有率の高いFe等

から、微細子ほど高くなるPb、Cd等まで、元素によってその態様に違いがみられたo

更に、粉じんの結晶検索を行ったところ、Alとその酸化物のα一A1203が主体であることを

認めた。

⑲　上層風・気温分布と光化学スモッグ

大気汚染を予断るための気象要因として、大気の安定度が重要であり、これに関する種々の指

数化がなされ、その指数は、汚染の予測業務において実用化されている。しかし、広域における光

化学汚染と関連の深い指数については、未だ実用的なものがない、そこで、本調査においては関東

地方を代表する広域的な指標として、館野高層気象台で観削れている上層凰と気温の鉛直分布に

着目し、その指数化を検討した0

大気安定度は、気温紆鉛直勾配と風速のバランスにより決まることが知られているので、それら

の比を指数とし、昭和50・51年度の一都三県地域のオキシダソト高濃度日を対象に、目最高濃

度、汚染の広がりとの関連性について調べた0その結果、高度300～1，000正程度の層の安定

度は、日最高濃度などとの関係が深いことが認められた0今後、電算横などを用いて、対象となる

層の高さなどを選凱、指数の適合性を高めることにより、広域汚染予測への実用化が図られよう0

⑯オキシダソト日最高濃度とそ相現時刻綿布について（海岸線からの距離）

抑49年・50年は全国的に光化岸メモッグが多発し、本県においては、50年に44回の注

意報が発令された0予報媚度をいっそう向上させるため－その移流等について調査した0

醐49年・50年に一都六県で机学スモッグ注意報硝令された日を対象に、各都県の代表

測定局（46局〕を選定して、統計処理を行い、オキシダソト目最高濃度及びその出現時刻の平均

的分布等をもとに－移流等について検討した0

この結果、高濃度日の目最高濃度は一駅疎から、2撒～70馳の距腰で高くなっている傾向

が認められた0また、その出現時刻は、沿岸部で12時半頃とな㌔∴海岸掛ら蛸常に比例して

遅くなっている0なお、それらの骨組鯛の侵入するパターンと対応しており、大規模海風湾

したがって、高濃度日の目最組出現時刻を予報するためには、大規模鯛の侵入時乳遠敷

方向について正確な予測を行うことが必要であると認められた0

⑫河川水のTOCとBOD、CODとの相関について

河川の汚濁指標として、BODが主に掛られているが、新しい指標としてTOCが用いられる

ようになった。そこで、河川水につtlてTOCが従来のBODやCODとどのような関係があるか

検討した。その結果、TOCは従来のBOD、CODと強い相関が認められ、汚濁評価の指標とし

て、有用であることが明らかになった○また、BODやCODとの相関関係から、BODやCOD

では評価できない物質のあることがうかがえた0

－19－



⑬　河川水中の重金属

公共用水域の水質測定において　カドミウム、鉛等の健康項目の重金属の嘲定を行っているが、

ほとんど不検出である。一方、それら以外の重金属、銅、亜鉛、鉄、てソガン、ニッケル等につい

ては測定デー∵タがなく、実態が不明であるので、それらについて調査を行った。その結果、亜鉛、

鉄、マンガン等については多くの河川で検出された0軌　ニッケルについては、一部の河川で検出

されたにとどまったが、それらが多く検出された地点は、BODや導電率なども高い憤向にあった。

⑩　へい死魚の死因究明について（第2報フェノール類によるへい死）

河川、湖沼等で水質汚濁による魚のへい死事故が発生した場合、その原因究明の禰足的手段とす

るため、魚体の体表面検定法の可能性について、前年度に引き続き検討を行った。

その結果、へい死魚からP－クレゾーールを除くフェノール頓を検出する方法として、4－アミノ

アンチビリソ及び3－メチル～2－ベンゾテアゾロンヒドラゾソを使用する呈色法が、現場で使用

可能である。しかし、PCPについては、致死濃度の領域では採用し得えない。その他Gibbs

試薬やMillon試薬による呈色法、クロラニル試験等の7種類の検定法について検討したが、

これらは現場での利用には適さないことが判明した。

⑮　フレームレス原子吸光分光光度計による工場排水分析法の検討

工場、事業場の排出水が、排水基準に適合しているか、否かを検定する方法は、いわゆる公定法

として法令で定められている0しかし、公定法は多くの時間と労力を要するところから、項目によ

っては省力化の方向で分析法の再検討が望まれている。そこで、重金属の分析に、フレームレス原

子吸光分光光度計による直接定量法が採用できるか否かを検討した。

その結果、単なる直接定量法では誤差が大きいため、バックグラウンド吸収から、共存物質のチ

ェックを行えば、かなり高い精度で定量できることが判明した。
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（1）調査研究課題

①　ガスタロマトゲラフィ一における連行カラム法

環囁中の臭気は種々雑多な成分により構成されているが、FIDを装備したガスタロマトゲラフ

を用も1て或分検筒を行い得る場合も多い。この研究では、ガスクロマトグラフィーにおけるガス状

多成分系試料の取壊い方法について、無極性液相と極性液相による2太のカラムを、デュアル流路

を用いて同時に並行使用し、成分検策にあたる方法を検討した。

榛策対象成分のそれぞれのカラムにおける保持係数は、トルエンに対する比溶離速度で表示され

これを集荷しておくことによって、大気中の有墳溶剤成分及びこれに準ずる成分分布の試料につい

て適用できることが明らかにされている。

なお、同法は平行カラム法と名づけられ、悪臭苦情原因の調査や除害設備の方式選択等の基礎デ

ータを得るために使用されている。

②　道路近傍における窒青酸化物の動貰引こついて

自動車排出ガスの拡散式は、未だ確立されていないので、ガスの動態を検討することにより、拡

散の実態を把握しようと試みた。
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